
(土)

22 -1st- 17
29 -2nd- 17
30 -3rd- 24
22 -4th- 22

No. S PTS 3P 2P FT F R A No. S PTS 3P 2P FT F R A

4 ＊ 12 0 4 4 3 9 8 4 ＊ 5 0 1 3 2 1 3

5 ＊ 2 0 1 0 2 2 8 5 0 0 0 0 2 4 1

6 ＊ 17 3 4 0 2 2 3 6 0 0 0 0 0 0 0

7 - - - - - - - 7 ＊ 26 3 8 1 3 5 3

8 ＊ 26 1 9 5 0 5 6 8 5 1 1 0 1 3 0

9 ＊ 19 2 6 1 3 10 1 9 0 0 0 0 1 0 0

10 - - - - - - - 10 ＊ 9 0 4 1 2 3 0

11 - - - - - - - 11 4 0 2 0 1 1 1

12 0 0 0 0 0 2 1 12 - - - - - - -

13 3 1 0 0 0 0 0 13 ＊ 22 6 1 2 1 3 0

14 20 4 2 4 1 1 1 14 2 0 0 2 0 1 0

15 4 0 2 0 3 0 0 15 ＊ 7 0 3 1 2 2 0

0 0

103 11 28 14 14 31 28 80 10 20 10 15 23 8

OT1 OT2 OT1 OT2

－ － － － － － － － － 37:22 － － － －

3Q・4Q

*：スターター　　（C)：キャプテン　　PTS：ポイント　　3P：3ポイントシュート　　2P：2ポイントシュート　　FT：フリースロー　　F：ファウル　　R：リバウンド　　A：アシスト

　両チームともハーフコートマンツーマンディフェンスの立ち上がり。岡山は開始早々に＃９のドライブで先制するが、北海道も＃７の
ドライブ、＃１３の３Ｐで応戦。ゲームは序盤から点の取り合いの様相で動き出す。
　２Ｑ、岡山は＃１４が効果的に３Ｐを沈め、ゴール下でも果敢なプレイで相手のファウルを誘い、フリースローを着実に決める。残り５
分から岡山は徐々にそのリードを広げ、ゲームの主導権を握った。前半は両チームファイルも多く、５１－３４岡山リードで折り返す。
　３Ｑ、北海道は２－３のゾーンディフェンスでリズムを作り、＃１５のポストプレイで得点していくが、岡山も＃９の３Ｐやカットインで
ゲームの流れを渡さない。北海道は残り４分、オールコートのディフェンスで仕掛け、相手の得点が止まった時間もあったが、得点差
はなかなか縮まらない。
　４Ｑになっても岡山の勢いは止まらず、＃８の３Ｐ、＃１０の速攻、＃９のジャンプシュートが連続で決まり、最後は＃１３がブザービー
トの３Ｐを沈め、１０３－８０で岡山がゲームを制した。
　確実なシュート力で岡山がゲームを優位に展開したが、＃７の果敢なプレイや、＃１３の外角のシュートで応戦した北海道に、会場
は惜しみない拍手を送った。

記載責任者 伊藤陽介 （所属） 岐阜県バスケットボール協会

TOTAL TOTAL

Timeout

（経過時間）

1Q・2Q 3Q・4Q Timeout

（経過時間）

1Q・2Q

Coach 梅嵜　周毅 Coach 幸丸　政実

前田　奈々 木下　芳美

山田　真帆 今野　麻依

枡谷　美涼 吉田　綾子

金浦　美聡 大島　彩加

赤木　優美 脇坂　葉月

佐々木　彩華 細川　奈央

二宮　瀬莉奈 脇　美穂

野上　夕歌 中島　香

TEAM A 岡山 TEAM B

毛利　江李 福永　真里

谷川　明穂 船引　まゆみ

田上　理賀 金丸　祐子

北海道

選手名 選手名

菅野　千尋(C) 高橋　伸素美(C)

● Team B

103 80

Team A ○

岡山 北海道

2012年9月29日 主審：

開始時間： 10:00 副審：

成年女子1回戦

室谷伸治

小島慶子

開催場所： 久々野体育館

東日本大震災復興支援

第６７回国民体育大会　バスケットボール競技

MATCH No. 29G1

試合区分：

開催期日：
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